




































高活動群 (H群)、中活動群 (M群)、低活動群 (L群〉
に分類したo 摘出筋は、心筋 (Ht)、ヒラメ筋 (SI)、





プし、 ESR OES-TE25X. JEOL) を用いて各筋の





がM群 (p<0.05)やL群 (p=O.05) よりも高イ患を示す
傾向にあったo Plについては、 M群がL群よりも高俸
を示した (p<0.01)0 GDについては、日群がL群より
も高値を示し (p<0.01)、SIやGSについては、群簡
に差はなかった。 cs活性について、 HtおよびSIにお
いて群間に有意な差は見られなかった。 PIではH群が
L若手やM群よりも高い傾向を示したが、有意な差では
なかった。 cox活性についてもcs活性と問様の傾向
であった。さらに、ミトコンドリア酵紫活性と各筋の
02' -7:詰去活性との間には有意な相関関係はなかった。
{考察}身体活動は活性酸素の発生を増加させるとさ
れているが、自発走では強制定に比べて生体損傷の程
度が緩いことも報告されている。この廷に対して、抗
酸化機能がどのように関わっているのかについては不
明であった。本研究では、自発的走行量と02'-i荷去
活性に強い関連性は認められなかったが、活動量が多
くなると02'-消去活性も高くなる傾向にあった。そ
の適応、が認められたPlやGDは、酸化的代謝能力が比
較的高い筋でありながら、 02・“消去活性がやや低かっ
たo ただし、元々02'-消去活性の高いHtでもj可様の
傾向がみられたことは興味深く、今後筋の動員様相な
どを考惑しながら検討を進めていく必要がある。
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